
Fig. 1. Raman scattering intensities at 618, 780, 1364 and 

1653 cm-1 from R6G, and field enhancement calculated 

from a multiplication of field enhancements of excitation 

light and each Raman scattering. 
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表面増強ラマン散乱は、高感度かつ低侵襲な検出技術として広く研究されており、その増強基板と

して、局在型の表面プラズモン共鳴 (surface plasmon resonance, SPR) を励起する金属ナノ構造が一般的

に用いられる。この局在型 SPRは金属ナノ構造近傍の空間的に限られた領域に励起されることから、

表面増強ラマン散乱を利用して空間的に均一なラマンイメージングを実現することは困難である。一

方、ラマン散乱は金属薄膜上に励起される伝搬型 SPRによっても増強することができる[1, 2, 3]。この伝

搬型 SPRは空間的により均一な増強効果を有することから、我々は伝搬型 SPRによる増強ラマン散乱

を分子イメージングへ応用することを目指し、金属薄膜の伝搬型 SPRによる増強ラマン散乱の光学的

特性を解明している[4]。今回、ラマン分光計測系と減衰全反射 (attenuated total reflection, ATR) 光学系

を組み合わせた装置を作製し、金属薄膜上を伝搬する SPRにより増強されるラマン散乱光の入射角度

依存性を調べたので報告する。 

ATR 光学系ではクレッチマン配置を用い、

金属薄膜表面上の分子からのラマン散乱光を

後方散乱配置により検出している。ガラス基板

上に膜厚 50 nmの銀薄膜を蒸着し、ローダミン

6G（R6G）を分散させた試料を回転させなが

ら ATR スペクトルとラマンスペクトルを測定

した。Fig. 1に R6Gに由来する 4つのラマンバ

ンドの散乱光強度をプロットした結果及び、励

起光の SPR 電場増強度と各ラマン散乱光の

SPR電場増強度の積を実線で示す。両者がよく

一致したことから、測定した増強ラマン散乱光

強度の入射角度依存性には、励起光の SPR に

よる増強効果だけでなくラマン散乱光の SPR

による増強効果も寄与していることが示唆さ

れた。 
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